
原価報告書の作成に必要な資料一覧 

1. 直近に提出した事業報告書 

 

2. 保有している車両の数と種別 

◆貸切（大型    台 ・ 中型    台 ・ 小型    台 ・ コミューター   台） 

 

3. 保有している貸切車両の新車登録からの経過年数（車種ごとの平均で構いません。） 

（大型   年 ・ 中型   年 ・ 小型   年 ・ コミューター   年） 

 

4. 直近年度の総走行時間（出庫から帰庫まで）と点検点呼時間 ※貸切の全車両の合計で結構です。 

□全乗務時間（          ）時間  □全点検点呼時間（           ）時間 

 

5. 安全運行に係る経費についてのアンケート 

※対象がない場合は、空欄で結構ですが、必ず確認するようにしてください。 

※この資料がない場合は、正確な安全コストが算出できません。 

 
 

今年度 

◆貸切バス安全評価認定経費（セーフティの申請などにかかる費用です。）   

◆先進安全自動車の導入経費（新車を導入した場合に金額を記載して下さい。）   

◆デジタル式運行記録計導入経費（デジタコの導入計画がある場合に記載して下さい。）   

◆ドライブレコーダー導入経費（ドライブレコーダーの導入がある場合です。）   

◆事故防止コンサルティング経費（適正化、教材、適性診断などです。）   

◆運行管理機器導入経費（運行管理システムの導入がある場合です。）   

金額の記入例（いずれの表記でも構いません。） 12.6千円・126,700円 

 


